
- 21 -

［水稲部門 平成29年度 指導参考資料］

事 項 名 灌漑水ケイ酸濃度の違いに対応したケイ酸質資材の施用基準

ケイ酸は土壌以外に灌漑水からも水稲へ供給され、この濃度も考慮したケイ酸資材の施

ね ら い 用が望ましい。今回、津軽地域における灌漑水のケイ酸濃度を明らかにし、これに対応し

たケイ酸質資材の施用基準を策定したので参考に供する。

１ 土壌中の可給態ケイ酸量が15mg/100g以上の場合

稲体のケイ酸吸収への施用効果が低いため、ケイ酸質資材の施用は必要ない。

２ 土壌中の可給態ケイ酸量が15mg/100g未満の場合

ケイ酸質資材施用量 ＝ 稲体への供給不足量 ＋ 土壌不足ケイ酸量
指

土壌中の可給態ケイ酸及び灌漑水ケイ酸濃度別のケイ酸質資材施用量（ 換ケイカル

導 算）は以下の表のとおり。
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４ 河川のケイ酸濃度による推定

河川のケイ酸濃度と周辺の灌漑水濃度は同程度であり、利用される水系によって灌漑

水のケイ酸濃度の推定が可能である。

期待される 効果的なケイ酸供給により、水稲の高品質生産が可能となる。

効 果

利 用 上 の １ 灌漑水のケイ酸濃度は降水量によって変動する可能性がある。

注 意 事 項 ２ 本調査は６～８月間の降水量が２年平均で平年並の結果である。

農林総合研究所 生産環境部（0172-52-4391） 対 象 地 域 津軽地域の問い合わせ先

(電話番号) 及び経営体 稲作経営体
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稲体及び土壌の必要ケイ酸量を補うためのケイカル施用量

（ 、 ）供給不足量を補う量 kg/10a

潅 漑 水 の ケ イ 酸 濃 度
土壌中可給態
ケイ酸 40～35 35～30 30～25 25～20 20～15 15以下量
(mg/100g) (mg/ℓ) (mg/ℓ) (mg/ℓ) (mg/ℓ) (mg/ℓ) (mg/ℓ)

15～14 0 12 30 47 65 83
14～13 11 29 47 64 82 100
13～12 28 46 64 81 99 117
12～11 45 63 81 98 116 134
11～10 62 80 98 115 133 151
10～ 9 79 97 115 132 150 168
9～ 8 96 114 132 149 167 185
8～ 7 113 131 149 166 184 202

注1) 土壌中の可給態ケイ酸15
mg/100gの場合のケイ酸吸
収量は92kg/10aで、これを
目標吸収量とすると 稲体へ
の供給不足量＝92-（4.10×
可給態ケイ酸量）-(1.07×灌
漑水ケイ酸濃度)
2) 稲体への供給不足量、土
壌不足量の計算値は、可給
態ケイ酸及びケイ酸濃度範
囲の一番低い値から算出。
3) 灌漑水ケイ酸濃度15mg/ℓ
以下の濃度範囲は10mg/ℓと
して算出。

３ 津軽地域における灌漑水のケイ酸濃度

潅 漑 水 ケ イ 酸 濃 度（mg/ℓ）
地帯区分

40～35 35～30 30～25 25～20 20～15 15以下

Ⅰ 田舎館村 黒石市 板柳町 平川市 弘前市相馬 弘前市
藤崎町 青森市浪岡 弘前市岩木 大鰐町

弘前市北部

Ⅱ 青森市西部 五所川原市 青森市東部 つがる市
鰺ヶ沢町 鰺ヶ沢町 鶴田町
東部 西部 深浦町
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【根拠となった主要な試験結果】

図１ 可給態ケイ酸と成熟期のケイ酸含有率の関係 図２ 可給態ケイ酸と成熟期のケイ酸吸収量の関係

（平成27～28年 青森農林総研） （平成27～28年 青森農林総研）

（平成27～28年 青森農林総研）表１ 成熟期の稲体ケイ酸吸収量の重回帰分析

偏回帰係数 t-値 決定係数 重相関係数項 目
土壌中の可給態ケイ酸(mg/100g) 4.10 7.20 0.96** 0.98**
灌漑水のケイ酸濃度(mg/ℓ) 1.07 3.03

（平成27～28年 青森農林総研）図３ 灌漑水の平均ケイ酸濃度（mg/ℓ）

（平成27～28年 青森農林総研）表２ 河川別平均ケイ酸濃度

図４ 河川のケイ酸濃度と周辺灌漑水のケイ酸濃度

（平成27～28年 青森農林総研）
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R² = 0.3598

0

20

40

60

80

100

120

140

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

成
熟

期
の

稲
体

ケ
イ
酸

吸
収

量
(k
g/
1
0
a)

土壌中の可給態ケイ酸量（mg/100g）

青天の霹靂

つがるロマン

まっしぐら

その他

目標ケイ酸吸

収量92kg/10a

河川名 ケイ酸 河川名 ケイ酸 河川名 ケイ酸

(mg/ℓ) (mg/ℓ) (mg/ℓ)

笹内川 13.6 岩木川中流 21.8 大蜂川 30.7
追良瀬川 12.7 堤川 31.7 後長根川 23.2
赤石川 13.8 駒込川 20.4 相馬川 14.0
中村川 18.5 六枚橋川 34.2 盛田川 11.7
山田川 17.2 瀬戸子川 39.5 野辺地川 21.3
ベンセ沼 7.7 浪岡川 23.1 高瀬川 19.0
田光沼 16.8 十川中流 28.4 土場川 25.1
岩木川下流 20.9 浅瀬石川 32.5 作田川 16.5
鳥谷川 27.6 引座川 29.5 砂土路川 23.9
大沢内溜池 20.4 浅井川 31.0 坪川 15.7
藤枝溜池 25.0 六羽川 23.0 奥入瀬川 23.2
金木川 31.9 十川上流 28.0 五戸川 33.8
旧十川 25.6 平川 16.7 浅水川 36.2
飯詰川 33.1 三目内川 12.9 熊原川 26.8
松野木川 29.4 岩木川上流 15.9
廻堰溜池 9.5 大石川 27.1


